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は
じ
め
に

　　

今
日
、
茶
道
は
日
本
を
代
表
す
る
「
国
民
文
化
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
国
内
外
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
歴

史
は
長
く
、
現
代
の
主
要
流
派
に
と
っ
て
象
徴
的
な
存
在
で
あ
る
千
利
休
か
ら
数
え
て
も
四
〇
〇
年
以
上
の
歴
史

が
あ
る
。
一
方
で
、
今
日
の
「
国
民
文
化
」
と
し
て
の
茶
道
の
隆
盛
に
関
し
て
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
の
時
期
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
日
本
の
近
代
化
の
入
口
に
お
い
て
、
茶
道
の
国
民
化
・
大
衆
化
の
契

機
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

明
治
維
新
を
経
て
日
本
が
近
代
国
家
と
し
て
の
体
制
を
整
え
て
ゆ
く

中
で
、
一
方
で
は
芸
道
を
含
む
旧
来
の
伝
統
文
化
へ
の
批
判
が
、
他
方
で
は
そ
れ
ら
の
伝
統
文
化
を
「
国
民
文
化
」

「
国
粋
文
化
」
と
し
て
再
編
し
て
ゆ
く
動
き
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、
明
治
初
期
に
は
流
派
の
衰
退
に

直
面
し
た
茶
道
も
、「
国
民
文
化
」
の
文
脈
に
お
い
て
再
編
と
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に

茶
道
史
研
究
者
ら
が
指
摘
し
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

  

あ
る
文
化
が
伝
統
文
化
と
し
て
定
着
し
、
国
民
的
普
及
に
至
る
ま
で
に
は
、
通
常
、
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
国

策
と
そ
れ
を
下
支
え
す
る
知
識
人
ら
に
よ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
の
形
成
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
過
程
で
動
員
さ
れ
た

代
表
的
な
ツ
ー
ル
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
そ
れ
は
文
化
領
域
に
お
け
る
「
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
か
ら
、

政
治
的
言
説
と
結
び
つ
い
て
し
ば
し
ば
極
端
な
愛
国
主
義
・
排
外
主
義
を
伴
う
シ
ョ
ー
ビ
ニ
ズ
ム
に
至
る
場
合
も

あ
る
。「
国
民
文
化
」
と
し
て
の
茶
道
を
支
え
て
き
た
レ
ト
リ
ッ
ク
も
や
は
り
、
明
治
中
期
以
降
の
茶
道
の
復
興
期

か
ら
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
て
昭
和
の
総
動
員
体
制
に
至
る
中
で
そ
の
内
容
と
社
会
に
お
け
る
役
割
を
変
化
さ

せ
て
き
た
。

  

こ
の
問
題
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
い
る
日
本
の
茶
道
に
関
す
る
歴
史
学
的
・
社
会
学
的

研
究
の
中
で
も
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
研
究
手
法
と
論
点
に
お
い
て
異
な
る
が
、
太
平
洋
戦
争
へ
と
続
く

日
本
の
臣
民
教
育
お
よ
び
軍
国
主
義
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
茶
道
界
が
い
か
に
関
与
し
た
か
等
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
な
議
論
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
本
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
既
存
の
国
内
研
究
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
の

研
究
史
上
の
意
義
と
問
題
点
を
整
理
す
る
。
そ
の
上
で
、
今
後
、
近
代
茶
道
史
に
関
す
る
研
究
に
求
め
ら
れ
る
課

題
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

一
、
国
内
に
お
け
る
先
行
研
究
と
海
外
の
研
究

　　

近
代
茶
道
の
歴
史
学
的
研
究
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
熊
倉
功
夫
に
よ
る
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』

(

一
九
八
〇)

で
あ
ろ
う
。
熊
倉
は
同
書
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
に
つ
い
て
、「
昭
和
十
年
前
後
の
茶
道
研
究
の

盛
行
は
、
一
つ
は
国
粋
的
な
日
本
文
化
再
評
価
の
中
で
、
茶
道
が
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
側
か
ら
も
、
大
衆
の
側
か
ら
も
、

非
常
な
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
」
を
指
摘
し
て
い
る
１ 

。
熊
倉
は
近
代
茶
道
の
様
式
と
理
論
体
系
を
創
り
上
げ
た
家

元
、
茶
人
、
数
寄
者
ら
の
行
動
を
後
押
し
し
た
大
き
な
要
因
と
し
て
大
衆
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
に
注
目
し

た
。
一
方
で
、
茶
道
の
近
代
史
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
論
じ
た
国
内
研
究
は
現
在
の
と
こ
ろ

限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
田
中
秀
隆
に
よ
る
『
近
代
茶
道
の
歴
史
社
会
学
』(

二
〇
〇
八)

が
あ
る
。
田
中
は
、
近
代
茶
道
の
思
想
的
基
盤
を
築
い
た
人
物
と
し
て
、
田
中
仙
樵
、
岡
倉
天
心
、
小
宮
豊
隆
、

柳
宗
悦
ら
の
思
想
を
取
り
上
げ
、
近
代
茶
道
思
想
の
確
立
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
連
性
を
論
じ
た
。
そ
の
中

で
田
中
は
、
美
学
的
な
観
点
を
重
視
す
る
岡
倉
天
心
の
茶
道
論
を
「
生
活
構
成
の
茶
」、
そ
し
て
精
神
修
養
の
要
素

を
重
視
す
る
田
中
仙
樵
の
茶
道
論
を
「
人
間
形
成
の
茶
」
と
区
別
す
る
こ
と
で
、近
代
茶
道
思
想
に
お
け
る
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
指
向
性
の
差
異
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
２ 

。

　

こ
の
他
に
茶
道
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
関
連
性
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
は
、
岩
井
茂
樹
の
論
稿
「「
日
本
的
」
美
的

概
念
の
成
立
（
二
）-

茶
道
は
い
つ
か
ら
「
わ
び
」「
さ
び
」
に
な
っ
た
の
か
？
」(

二
〇
〇
九)

が
挙
げ
ら
れ
る
３ 

。

同
論
文
で
岩
井
は
、
膨
大
な
茶
書
等
の
分
析
を
通
し
て
、
茶
道
の
理
念
を
説
く
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
が
「
和
敬
清
寂
」

か
ら
「
わ
び
」「
さ
び
」
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
様
を
実
証
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
岩
井
は
、「
わ
び
」「
さ
び
」
と
い

う
概
念
が
茶
道
の
根
本
理
念
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
定
着
し
た
の
は
昭
和
以
降
で
あ
り
、
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
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の
高
ま
り
を
背
景
に
、
日
本
精
神
と
し
て
の
禅
の
評
価
と
そ
れ
に
伴
う
利
休
の
再
評
価
を
通
じ
て
千
家
・
禅
学
者
・

歴
史
学
者
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
、
茶
道
の
「
国
民
文
化
」
化

す
な
わ
ち
伝
統
文
化
と
し
て
の
茶
道
の
位
置
が
形
成
さ
れ
る
過
程
に
、
利
休
の
再
評
価
と
禅
に
基
づ
く
思
想
の
強

調
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
近
代
茶
道
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
関
係
は
国
内
に
お
い
て
既
に
論
じ
ら
れ
、
い
く
つ
か
の
論

点
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
論
点
と
し
て
国

策
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
茶
道
と
を
直
接
関
連
づ
け
た
議
論
、
あ
る
い
は
海
外
文
化
と
の
対
比
に
お
け
る

茶
道
文
化
の
自
己
意
識
に
関
す
る
議
論
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
海
外
研
究
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
ジ
ェ
ニ

フ
ァ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
『
日
本
の
茶
の
儀
式
入
門
』(

一
九
九
一)

４ 

、
バ
ー
バ
ラ
・
モ
リ
の
『
茶
道
の
伝
統
的

日
本
芸
術
を
学
ぶ
ア
メ
リ
カ
人-
伝
統
芸
術
の
国
際
化
』(

一
九
九
二)

５ 

、
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
グ
ー
ス
の
『
芸
術
、

茶
と
産
業-

益
田
孝
と
三
井
グ
ル
ー
プ
』(

一
九
九
三)

６ 

、
ル
パ
ー
ト
・
コ
ッ
ク
ス
の
『
禅
芸
術-

日
本
に
お
け
る
美

的
型
の
文
化
の
人
類
学
的
研
究
』(

二
〇
〇
三) 
７
、
そ
し
て
モ
ー
ガ
ン
・
ピ
テ
ル
カ
の
『
日
本
の
茶
文
化-

芸
術
、
歴
史
、

実
践
』(

二
〇
〇
三) 

８
、お
よ
び
『
手
作
り
の
文
化-

日
本
の
楽
焼
、庇
護
者
、茶
人
た
ち
』(

二
〇
〇
五)

な
ど
が
あ
る 

９
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
の
中
で
、
近
代
史
に
位
置
づ
け
て
茶
道
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
関
係
を
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
論

じ
た
の
は
テ
ィ
ム
・
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
彼
は
、『
日
本
の
茶
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー-

主
観
、超
越
、国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
』(

二
〇
〇
九)

の
中
で
１0
、
太
平
洋
戦
争
前
お
よ
び
戦
中
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
員
に
お
い
て
茶
道
が
果
た

し
た
役
割
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
の
研
究
の
特
徴
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
国
策
と
し
て
推
進
さ
れ
た

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
茶
道
の
関
わ
り
を
直
接
的
に
論
じ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
同
書
で
ク
ロ
ス
は
茶
道
史
を
概

観
し
な
が
ら
、
茶
道
思
想
と
軍
国
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
共
通
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
と

く
に
注
目
す
べ
き
論
点
は
、
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。
一
つ
目
は
、
明
治
五
年(

一
八
七
二)

に
三
千
家
か
ら
京
都
府

に
提
出
さ
れ
た
と
い
う
『
茶
道
の
源
意
』
と
、昭
和
一
二
年(

一
九
三
七)
に
文
部
省
が
編
纂
し
た
『
国
体
の
本
義
』

の
共
通
性
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
茶
道
が
近
代
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
理
論
的
基
盤
と
な
り
得
た
と

す
る
点
。
二
つ
目
は
、
戦
国
時
代
か
ら
「
武
」
の
精
神
と
強
く
結
び
つ
い
て
き
た
茶
道
の
思
想
と
総
動
員
体
制
下

で
強
調
さ
れ
た
日
本
的
死
生
観
の
共
通
性
を
主
張
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
主
張
は
刺
激
的

で
興
味
深
い
論
点
を
提
供
し
て
い
る
も
の
の
、
単
に
両
者
に
お
け
る
共
通
性
の
存
在
を
説
く
に
と
ど
ま
り
、
具
体

的
な
裏
付
け
は
乏
し
く
妥
当
性
そ
の
も
の
に
も
疑
問
を
残
し
て
い
る
。

  

こ
の
よ
う
な
ク
ロ
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
、
よ
り
多
角
的
か
つ
具
体
的
な
論
証
を
試
み
た
の
が
ク
リ
ス
テ
ィ

ン
・
ス
ー
ラ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
の
著
書
『
茶
を
創
り
、
日
本
を
創
る-

実
践
と
し
て
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』

(

二
〇
一
二)

の
中
で
ス
ー
ラ
ッ
ク
は
、
通
史
的
な
歴
史
考
証
と
、
家
元
組
織
の
分
析
や
メ
デ
ィ
ア
論
、
参
与
観
察
等

の
社
会
学
的
検
証
を
通
し
て
、
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
典
型
的
事
例
と
し
て
の
茶
道
の
特
徴
を
総
合
的
に
分
析

し
て
い
る
１1
。
同
書
は
、
二
〇
一
四
年
度
の
「
ア
メ
リ
カ
社
会
学
会
ア
ジ
ア
部
門
出
版
賞(Section on A

sia and 
A
sian A

m
erica, A

sian and Transnational Studies B
ook A

w
ard)

」
を
受
賞
し
て
お
り
、
英
語
圏
で
の

茶
道
理
解
に
大
き
な
影
響
与
え
て
い
る
。
次
章
で
は
、
こ
の
ス
ー
ラ
ッ
ク
の
研
究
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

１　

熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
〇
年
）、
三
一
頁
。

２　

田
中
秀
隆
『
近
代
茶
道
の
歴
史
社
会
学
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）。

３　

岩
井
茂
樹
「「
日
本
的
」
美
的
概
念
の
成
立
（
二
）-

茶
道
は
い
つ
か
ら
「
わ
び
」「
さ
び
」
に
な
っ
た
の
か
？
」

　
　
『
日
本
研
究 :

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
３
３
』（
二
〇
〇
六
年)

、
二
九-

五
三
頁
。

４　

Jennifer A
nderson, Introduction to Japanese Tea Ritual (A

lbany: State U
niversity of 　

　
　

N
ew
 Y
ork, 1

9
9
1
).

５　

B
arbara M

ori, A
m
ericans Studying the Traditional Japanese A

rt of the Tea Cerem
ony: 

　
　

The Internationalizing of a Traditional A
rt,(San Francisco: M

ellen R
esearchU

niversity 

　
　

P
ress, 1

9
9
2
).

６   Christine Guth, Art, Tea, and Industry: M
asuda Takashi and the M

itsuiCircle(N
J:Princeton University 

       Press, 1993).

７　

R
upert C

ox, Zen A
rts: A

n A
nthropological Study of the Culture of an A

esthetic Form
 in 

　
　

       
      Japan

 (London:R
outledge C

urzon, 2
0
0
3
). 
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８　
M
organ Pitelka, ed., Japanese Tea Culture: Art, H

istory, and Practice(N
ew
Y
ork:R

outledge,
      2003).

９　

M
organ P

itelka, H
andm

ade Culture: Raku Potters, Patrons, and Tea Practitioners in 　

　
　

Japan, (H
onolulu,U

niversity of H
aw
ai

’i P
ress, 2

0
0
5
).

１０　

T
im
 C
ross, The Ideologies of Japanese Tea: Subjectivity, Transcendence, and N

ational 

　
　

Identity, (Folkestone,K
ent: G

lobal O
riental, 2

0
0
9
).

１1   K
ristin Surak, M

aking Tea, M
aking Japan: C

ultural N
ationalism

 in P
ractice (C

alifornia, 

　
　

Stanford: StanfordU
niversity P

ress, 2
0
1
2
).

 

二
、M

aking Tea,M
aking Japan

に
お
け
る
議
論

　

ス
ー
ラ
ッ
ク
に
よ
る
同
書
は
五
章
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
章
「
茶
を
準
備
す
る-

空
間
、
物
、
動

作
」(P

reparing Tea: Spaces, O
bjects, Perform

ances)

は
茶
道
の
概
要
を
把
握
す
る
た
め
の
説
明
文
で

あ
り
、
茶
道
の
道
具
や
作
法
に
つ
い
て
の
現
象
論
的
な
説
明
と
し
て
詳
細
か
つ
精
密
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
視

覚
的
な
描
写
で
美
学
的
側
面
や
背
景
に
あ
る
精
神
的
側
面
を
も
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
本
章
は
そ
の
性
格
上
、

事
象
の
説
明
に
多
く
が
割
か
れ
て
い
る
が
、
単
な
る
解
説
に
留
ま
ら
ず
茶
道
に
表
象
さ
れ
る
「
日
本
ら
し
さ
」

(Japaneseness)

、
そ
し
て
茶
道
の
中
で
強
調
さ
れ
る
「
日
本
ら
し
さ
」
が
、「
国
民
文
化
」
と
い
か
な
る
つ
な

が
り
を
有
す
る
の
か
に
つ
い
て
著
者
独
自
の
分
析
を
含
ん
で
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
茶
道
が
国
民
性
を
「
凝
縮
」

す
る
の
は
、
日
本
の
日
常
生
活
の
あ
り
方
と
同
じ
部
分
と
反
す
る
部
分
を
同
時
に
有
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
上

で
こ
の
章
の
結
び
で
は
、「
区
別
」、「
差
異
化
」、「
特
定
」
と
い
う
相
互
作
用
が
「
空
間
」、「
道
具
」、「
点
前
」
と
い
っ

た
茶
の
構
成
要
素
を
日
本
的
な
も
の
と
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
常
と
の
対
比
が
茶
道
の
「
日

本
ら
し
さ
」
を
特
徴
づ
け
つ
つ
も
、そ
れ
が
「
国
民
文
化
」
と
し
て
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
日
常
と
の
連
続
性
を
保
ち
、

結
果
と
し
て
「
国
民
的
共
振(national resonance)

」
を
誘
発
し
て
い
る
と
い
う
議
論
で
あ
る
。

　

第
二
章
「
茶
を
創
る-

文
化
慣
習
の
国
民
化
」(C

reating Tea: T
he N

ational Transform
ation of a 

C
ultural P

ractice )

は
茶
道
史
の
概
説
で
あ
る
が
、
近
代
以
降
に
お
い
て
茶
道
が
「
国
民
文
化
」
と
し
て
の
地

位
を
獲
得
す
る
過
程
と
そ
の
背
景
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
と
く
に
近
代
の
部
分
は
、「
数
寄
者
」、「
女
性
」、

「
知
識
人
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

著
者
は
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
茶
道
の
国
民
化
の
時
期
と
要
因
を
説
明
す
る
。
こ
こ
で
は
明
治

か
ら
大
正
に
か
け
て
勢
力
を
も
っ
て
い
た
数
寄
者
の
言
説
に
見
ら
れ
る
茶
道
の
国
民
的
意
味
付
け
、
次
い
で
女
子

教
育
を
通
し
た
国
民
化
に
つ
い
て
史
料
に
基
づ
く
論
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
三
の
時
期
と
し
て
岡
倉

天
心
『
茶
の
本
』
を
筆
頭
に
、
知
識
人
の
言
説
が
茶
道
の
国
民
化
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
論
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
議
論
は
い
ず
れ
も
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
国
民
文
化
と
し
て
の
萌
芽
を
近
代
以
前
の
茶
の
湯
の

な
か
に
見
出
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
こ
で
ス
ー
ラ
ッ
ク
は
、「
市
民
社
会
な
き
市
民
的
礼
節
」
と
い
う

池
上
英
子
の
表
現
を
引
用
し
な
が
ら
１2
、
江
戸
時
代
に
茶
の
湯
が
共
通
の
美
意
識
に
支
え
ら
れ
た
身
分
階
級
を
超
え

た
交
流
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
各
種
芸
道
の
な
か
で
も
と
く
に
権
力
と
の
関
係
が
強
固
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
三
章
「
茶
を
営
む-

家
元
制
度
の
分
析
」(Selling Tea: A

n A
natom

y of the Iem
oto System

)

は
、

茶
道
流
派
の
家
元
に
関
す
る
歴
史
社
会
学
的
考
察
で
あ
る
。
こ
の
章
で
ス
ー
ラ
ッ
ク
は
、
家
元
の
権
力
掌
握
お
よ

び
、
組
織
と
し
て
の
勢
力
拡
大
の
過
程
と
そ
の
背
景
を
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
議
論
の
特
徴
と
し
て
以
下
の
三

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
関
連
づ
け
た
分
析
で
あ
る
。
ス
ー
ラ
ッ
ク
は
、

女
性
の
門
弟
層
は
規
模
が
大
き
い
だ
け
で
な
く
エ
リ
ー
ト
男
性
よ
り
も
家
元
の
権
威
へ
の
依
存
度
が
強
く
、
ま
た

許
状
は
茶
道
の
外
の
結
婚
市
場
に
お
け
る
価
値
を
持
っ
た
点
を
指
摘
す
る
。
二
つ
目
は
、
茶
道
が
国
家
主
義
を
強

化
し
た
と
い
う
主
張
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
茶
道
流

派
お
よ
び
家
元
制
度
の
隆
盛
を
、
経
済
的
側
面
に
加
え
て
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
側
面
か
ら
分
析
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
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第
四
章
「
茶
を
演
ず
る-

日
本
ら
し
さ
の
実
践
と
実
演
」(Enacting Tea: D

oing and D
em
onstrating  

Japaneseness)

は
、
現
代
の
茶
道
流
派
に
つ
い
て
の
著
者
自
身
の
知
見
に
加
え
、
参
与
観
察
、
茶
人
ら
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
社
会
学
的
考
察
で
あ
る
。
こ
こ
で
ス
ー
ラ
ッ
ク
は
家
元
の
権
威
に
つ
い
て
、
茶
道
流
派
の

組
織
構
造
と
師
弟
関
係
の
分
析
を
通
し
て
論
じ
て
い
る
。 

著
者
の
専
門
分
野
で
あ
る
社
会
学
的
考
察
を
中
心
と
し

た
こ
の
章
で
は
、
稽
古
や
公
的
な
場
所
で
の
実
演
に
お
け
る
茶
人
の
言
説
の
中
で
強
調
さ
れ
る
家
元
の
権
威
と
茶

道
の
「
日
本
ら
し
さ
」
が
結
び
つ
く
こ
と
で
生
ま
れ
る
相
乗
効
果
を
分
析
し
て
い
る
。

　

最
終
章
で
あ
る
第
五
章
「
茶
室
の
向
こ
う
側-

文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
人
間
行
動
学
へ
向
け
て
」(B

eyond 
the Tea R

oom
: Tow

ard a P
raxeology of C

ultural N
ationalism

)

で
は
、
教
育
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
た

茶
道
の
表
象
と
そ
の
影
響
を
分
析
し
、
教
科
書
、
美
術
館
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
等
に
お
い
て
茶
道
が
国
民
文
化
と
し
て
い
か
に
表

象
さ
れ
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
国
民
へ
拡
散
し
、
植
え
付
け
て
い
る
か
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
著
者
は
、
テ

レ
ビ
や
映
画
で
茶
道
は
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
イ
メ
ー
ジ
も
含
む
様
々
な
形
で
表
現
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
常
に
国
家
の

伝
統
文
化
に
必
須
の
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
１2 　

池
上
英
子
は
日
本
人
の
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
の
歴
史
に
お
け
る
、
江
戸
時
代
の
交
際
文
化
の
重

　
　

 

要
性
を
指
摘
し
、「
政
治
体
制
的
な
意
味
で
日
本
に
も
市
民
社
会
が
あ
っ
た
と
言
う
の
は
強
引
だ
が
、
こ
の

　
　

 

時
代
の
人
び
と
は
確
か
に
、
文
化
と
し
て
の
市
民
ら
し
さ
＝
「
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
に
満
ち
て
い
た
。」
と
論

　
　

 

じ
て
い
る
。
池
上
英
子
『
美
と
礼
節
の
絆 : 

日
本
に
お
け
る
交
際
文
化
の
政
治
的
起
源
』(N

T
T

出
版
、
二 

       

〇
〇
五
年)

、
二
六
頁
。

三
、「
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
」
の
概
念

　　

前
章
で
概
観
し
た
ス
ー
ラ
ッ
ク
の
研
究
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
」(nation-w

ork)

と
い
う
枠
組
み
を
用
い
て
茶
道
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
論
じ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
用
語
は
、
テ
ィ
モ

シ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
と
ア
ン
ド
レ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
共
著
書
『
ネ
イ
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク-

ア
ジ
ア
の
エ
リ
ー
ト
と
国
民

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』(

二
〇
〇
三)

の
中
で
用
い
た
１3
、「
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
創
出
を
促
す
活
動

を
表
す
概
念
と
し
て
の
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
」
を
元
に
し
て
い
る
が
、
ス
ー
ラ
ッ
ク
は
こ
れ
を
さ
ら
に
厳
格
に

概
念
化
し
た
独
自
の
用
語
と
し
て
ハ
イ
フ
ン
入
り
の
こ
の
語
を
用
い
て
い
る
。
ス
ー
ラ
ッ
ク
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
ネ

イ
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
」
は
運
動
お
よ
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
集
合
的
存
在
と
し
て
の
ネ

イ
シ
ョ
ン
ネ
ス
の
双
方
を
具
象
化
し
、
両
者
を
一
つ
に
統
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
概
念
を
用
い
る
利
点
に
つ
い
て
、
ス
ー
ラ
ッ
ク
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
構
成
主
義
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
上
で

の
有
用
性
を
指
摘
す
る
。
グ
ル
ー
プ
形
成
に
お
い
て
は
境
界
の
内
と
外
だ
け
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
内
部
に
お
け

る
「
差
異
化
」
が
重
要
で
あ
り
、そ
の
分
析
に
は
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
程
度
を
測
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

「
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
」
が
含
む
三
つ
の
作
用
、「
区
別
」(distinction)

、「
特
定
」(specification)

、「
差
異
化
」

(differentiation)

に
よ
っ
て
検
証
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、こ
の
研
究
手
法
が
「
通
常
ネ
イ
シ
ョ
ン
・

ワ
ー
ク
が
働
く
二
つ
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
ネ
ス
の
交
点
に
位
置
し
て
い
る
」
日
本

の
茶
道
の
考
察
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
と
強
調
す
る
の
で
あ
る
１4
。

　

第
四
章
に
お
け
る
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
」
の
実
例
と
し
て
踏
み
込
ん
だ
分
析
で
は
、
茶
道
を
典
型
的
な
日

本
文
化
の
表
現
と
し
て
、
自
ら
も
日
本
人
と
し
て
そ
の
役
割
を
担
う
観
衆
へ
披
露
す
る
こ
と
で
、
良
質
な
国
民
と

な
る
た
め
の
「
啓
発
」
と
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
ス
ー
ラ
ッ
ク
は
、
と
り
わ
け
子
供
の
前
で
の
「
実
演
」
は
茶
道

が
参
加
者
を
「
啓
発
」
す
る
様
を
観
察
す
る
格
好
の
機
会
で
あ
る
と
し
て
、
小
中
学
校
の
課
外
授
業
の
例
を
取
り

上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
啓
発
」
を
、「
日
本
ら
し
さ
」
を
指
定
す
る
「
特
定
」、
正
し
い
行
為
と
そ
う
で
な

い
行
為
を
峻
別
す
る
「
区
別
」、
良
質
な
構
成
員
と
そ
れ
以
外
の
構
成
員
に
分
類
す
る
「
差
異
化
」
と
し
て
論
じ
て

い
る
。

　

と
り
わ
け
参
与
観
察
や
メ
デ
ィ
ア
論
に
よ
る
分
析
は
、「
啓
発
」
か
ら
「
身
体
化
」
へ
至
る
様
や
、
茶
道
を
通
し
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て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
的
言
説
が
強
調
さ
れ
、拡
散
さ
れ
る
様
を
具
体
的
に
描
写
し
て
い
る
。
ス
ー
ラ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、

「
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
」
と
し
て
の
茶
道
は
、「
常
在
的
」、「
制
度
的
」、「
社
会
政
治
的
」
と
い
う
三
つ
の
パ
ラ
メ
ー

タ
の
す
べ
て
に
お
い
て
特
殊
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
特
殊
性
と
は
、
具
体
的
に
は
以
下
の
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

長
き
に
わ
た
る
政
治
権
力
と
の
関
係
に
よ
り
、
一
か
ら
伝
統
を
創
り
出
す
こ
と
を
要
さ
ず
に
「
屈
折
し
た
国
民
ら

し
さ
」
を
定
着
さ
せ
る
場
を
提
供
し
た
点
。
ま
た
身
体
修
養
と
し
て
道
徳
的
性
質
を
植
え
付
け
る
手
段
と
な
っ
た
点
。

さ
ら
に
、「
日
常
的
な
も
の
の
非
日
常
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
で
、
国
家
建
設
か
ら
国
家
の
維
持
へ

移
行
す
る
段
階
に
お
い
て
も
威
光
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
点
で
あ
る
。
と
り
わ
け
こ
の
三
つ
目
の
指
摘
は
注
目
に

値
す
る
。
ス
ー
ラ
ッ
ク
の
議
論
で
は
、
茶
道
は
日
常
と
区
別
さ
れ
る
要
素
と
日
常
と
共
通
す
る
要
素
を
併
せ
も
つ

た
め
に
、
極
端
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
称
揚
さ
れ
る
時
期
の
み
な
ら
ず
平
時
に
お
い
て
も
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
拠
り
所
と
な
る
の
で
あ
る
。

13 　

T
im
othy B

rook, A
ndre Schm

id, N
ation W

ork: A
sian Elites and N

ational Identities (A
nn

       A
rbor: U

niversity of M
ichigan P

ress, 2
0
0
3
).

14　

 Surak, M
aking Tea, M

aking Japan, 8
.

お
わ
り
に

　　

ス
ー
ラ
ッ
ク
の
研
究
に
関
し
て
は
、「
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
」
の
枠
組
み
を
用
い
つ
つ
茶
道
を
文
化
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
典
型
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
近
代
国
家
形
成
過
程
と
戦
時
体
制
下
、
そ
し
て
戦
後
の
国
際
主
義
・

平
和
主
義
と
い
う
異
な
る
状
況
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
そ
の
連
続
性
を
示
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の

大
き
な
見
取
り
図
は
、
今
後
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
の
中
で
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
ス
ー
ラ
ッ
ク
は
現
在
に
至
る
ま
で
の
「
国
民
文
化
」
と
し
て
の
茶
道
の
位
置
を
通
史
的
に
叙
述
し
て

い
る
が
、
近
代
茶
道
史
の
叙
述
そ
の
も
の
に
お
け
る
独
自
性
は
乏
し
い
。「
茶
道
を
広
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
元

は
大
衆
に
軍
国
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
伝
達
し
、
茶
道
を
帝
国
の
物
語
の
中
に
組
み
込
ん
だ
」
と
い
う
一
文

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
１5
、
昭
和
の
総
動
員
体
制
下
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
醸
成
に
茶
道
が
積
極
的
に
加
担
し
た

こ
と
を
暗
に
示
唆
し
て
い
る
が
、
ク
ロ
ス
と
同
様
に
具
体
的
な
裏
付
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
国
内
の

研
究
者
の
多
く
は
、
戦
時
体
制
下
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
茶
道
の
関
係
を
防
衛
的
な
も
の
と
し
て
、
む
し
ろ
消
極

的
に
評
価
し
て
き
た
。
ま
た
、
そ
の
根
拠
も
十
分
に
示
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
一
方
で
、
ク
ロ
ス
や
ス
ー

ラ
ッ
ク
は
、
軍
国
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
茶
道
の
協
力
関
係
を
主
張
し
て
い
る
。
彼
ら
の
歴
史
論
証
は
必
ず

し
も
精
密
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
一
つ
の
重
要
な
論
点
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
文
化
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
国
家
や
社
会
に
具
体
的
に
い
か
な
る
結
果
を
も
た
ら
す
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

  

一
般
に
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、先
鋭
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
別
次
元
で
、文
化
に
よ
っ

て
国
民
を
統
合
す
る
性
質
を
持
つ
。
芸
道
の
中
で
も
茶
道
が
代
表
的
地
位
を
獲
得
し
た
理
由
と
し
て
ス
ー
ラ
ッ
ク

は
、「
総
合
文
化
」
と
い
う
性
質
に
加
え
て
、
ロ
ジ
ッ
ク
と
そ
れ
を
体
現
す
る
作
法
が
結
び
つ
き
、
か
つ
大
衆
伝
播

に
適
し
た
性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
戦
時
体
制
下
で
は
よ
り
強
い
軍
国
主
義
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
が
要
求
さ
れ
る
。
実
際
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
は
国
民
精
神
を
表
す
よ
り
強
力
な
文
化
的
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
武
士
道
の
存
在
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
武
士
道
が
そ
の
思
想
的
根
拠

を
儒
教
と
禅
に
求
め
た
よ
う
に
、
明
治
以
降
、
茶
道
復
興
の
文
脈
で
も
同
様
の
主
張
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

近
代
に
お
け
る
国
民
文
化
の
創
出
は
、
“

そ
の
国
ら
し
さ
”

の
定
義
を
通
し
て
「
伝
統
」
を
選
別
す
る
過
程
を
必
要

と
す
る
。
今
後
、
茶
道
史
と
い
う
枠
を
超
え
て
近
代
日
本
に
お
け
る
伝
統
文
化
の
創
出
過
程
を
検
証
し
、
そ
の
中

で
芸
道
、
と
く
に
茶
道
が
占
め
る
位
置
と
そ
の
意
味
を
論
じ
る
作
業
が
改
め
て
必
要
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
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